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緒
さきに小林1)はウサギにoldtuberculin(OT)
感作自家血球を静注すると，容易に高価な抗
OT抗体の産生をみるが,OTによるR6mer
反応("T''反応）は陰性にとどまると報告し
た．よって著者らはモルモットにOT感作同瀧
血球を繰り返し注射しながら抗体産生,(6T''
反応出現の有無を追究するとともに易ﾘ出腸管の
言
Schultz-Dale反応(S-D反応）を試みた．し
かしてモルモットにおいてもウサギの場合と同
じくOT感作血球凝集素は容易に産生されるが
G4T''反応は陽転しない事が実証された．なおこ
の外S－D反応も認められないという成績が得
られた．以下その概要を述べる．
実験材料ならびに実験方法
1）動物：体重5009m前後の健常モルモットで,10刺血より型のごとくOT感作血球をつくり，その10%
倍稀釈OTO.1mlによるG6T''反応陰性で，その血清浮勝液2.0mlあてを4日目ごとに心臓内に注射した．
がOT感作血球を凝集しないことを確めて使用した.5)OT感作血球凝集反応(M-D反応):心臓穿
2).6T''反応:10倍稀釈OTO.1mlを使用し,48刺血より型のごとく血清を分離し，山下3)中島4〕の報
時間後の硬結経を測定した．告に準じて行った．血球は健常モルモットのものを使
3)S-D反応原として使用した標本:森永2､の報告用し，無感作対照を置いて実施した．
と同じOT,鴬の多糖体分画(CFI,CFII)および蛋6)S-D反応：森永2〕の報告に準じ,25ml容量
白分画(PFI,PFII)o-aminophenolazo-tUberculmのMagnus装置を用い,Tyrode溶液中で保温，酸素
(OA=Azo-Jr)および結核菌菌体分画（多糖体分画＝供給に留意しつつ実施した．
CF,蛋白分画=PF)を使用した．腸管は廻腸の廻盲部近端を用いた．
4）モルモット免疫方法：小林')の法に準じ心臓穿
＊本論文の要旨は第32回日本結核病学会総会において演題内容の一部として報告した．
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実験
OT感作同種血球をモルモットに2回注射後
4日，4回注射後4日および6回注射後は4
日，2週，4週，6週にそれぞれ2匹あて，
"T"反応およびM－D反応を行った後S－D
反応試験を行った．
成績は表および図に示した．
すなわち，
1)M-D反応：注射回数とともに漸次OT
感作血球凝集価の上昇が認められ，6回注射
成績
（最終注射）後4日目に最も高価で，中でも
No.57,No.87では1:256を示した．しかしそ
の後は比較的短期間に凝集価の低下が認められ
，最終注射後4週には4例中3例，6週には2
例とも1：2以下となった．
2)"T''反応:全例終始陰性であった．
3)S-D反応:OT添加OT分画添加
OA-Azo-T添加および菌体分画添加によって，
被検動物いずれも終始陰性であった．
総括ならびに考按
小林')はウサギにおいてOT感作自家血球を
3日間隔で繰り返し静注することにより，容易
に高価な抗OT血清を得たが，初回注射後4週
の($T''反応はいずれも陰性であったと報告し
た．著者らもモルモットにおいてOT感作同種
血球を繰り返し注射し，経過を追ってM－D反
応および<<T''反応を検索したところ,M-D反
応に対する抗体の産生を認めたがG<T''反応は
終始陰性にとどまり小林と同様の成績を得た．
しかして同時に実施したS－D反応もOTはも
ちろんCFI,CFII,PFI,PFII,OA-Azo-Tお
よび,PF等によっても惹起されるに至らなか
った．しかして著者の一人森永2）は先にOT
をモルモットに連続皮下注射した際,OTおよ
び主としてその蛋白分画によるS－D反応の出
現と感作血球に対する弱い抗体の産生を認めて
いるのであって，これらの事はモルモットに対
し弱いながらS－D反応賦与能および血清抗体産
生能を有するOTをもって感作した血球はOT
単独の場合に比較し，強い血清抗体産生能を有
しながら<4T''反応ならびにS－D反応賦与能
を欠除（ないしは甚だしく低下）している事を
示すものであって，組織におけるアレルギー反
応の抗体と血中抗体との関連性について一つの
示唆を与えるとともに,OT中の血球感作能物
質えの一つの手掛りを提供しているという事が
できるであらう．
結
健常モルモットの心臓内にOT感作同種血球
を2ないし6回注射し，経過を追ってM－D反
応,"T''反応ならびに易I出腸管のS－D反応を
検したところ，次の成紙を得た．
1)OT感作血球に対する凝集価は注射回数
とともに漸次上昇したが，最終注射後短期間に
??
低下L,た．
2)@6T''反応は全例終始陰性であった．
3)OT,その分画(PFI,PFI,,CFI,CFII)
OA-Azo-Tおよび結核菌菌体分画(PF,CF)
によるS-D反応もまた全例終飴陰性であっ
た．
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OT感作血球注射モルモットにおける反応の成績
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2）
2）
cGT''反応:R6mer反応,S--D反応;Schultz-Dale反応．
S－D反応における添加量は最大無効量を示す．
・は実施せず．
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OT感作血球注射モルモットにおける血球凝集価の消長
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